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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公開番号】特開2020-184400(P2020-184400A)
【公開日】令和2年11月12日(2020.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2020-046
【出願番号】特願2020-104582(P2020-104582)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月25日(2021.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁性層、非磁性層、ベース層およびバック層をこの順に含む層構造を有する磁気記録媒
体であって、
　前記磁気記録媒体の平均厚みｔＴが、３．５μｍ≦ｔＴ≦５．５μｍであり、
　前記磁性層には前記磁気記録媒体の長手方向に延びる複数のサーボバンドが設けられて
おり、
　前記サーボバンドには、複数のハの字状のサーボパターンが記録されており、
　前記磁性層は磁性粉と第一の結着剤を含み、
　前記ベース層はポリエステル系樹脂を含み、
　前記非磁性層は非磁性粉と第二の結着剤を含み、
　前記磁気記録媒体を１／２インチ幅かつ２５０ｍｍの長さに切り出したサンプルに対し
て、温度２５℃相対湿度５０％の環境下において、前記サンプルの長手方向に０．２Ｎ、
０．６Ｎ、及び１．０Ｎの荷重をこの順にかけ、０．２Ｎ及び１．０Ｎの荷重がかけられ
た場合において測定された前記サンプルの幅を用いて、以下の式より求めた、前記磁気記
録媒体の長手方向のテンション変化に対する前記磁気記録媒体の幅方向の寸法変化量Δｗ
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が、７０７［ｐｐｍ／Ｎ］≦Δｗであり、
【数１】

（但し、式中、Ｄ（０．２Ｎ）及びＤ（１．０Ｎ）はそれぞれ、前記サンプルの長手方向
に０．２Ｎ及び１．０Ｎの荷重をかけたときの前記サンプルの幅を示す。）
　前記サーボパターンが再生されたサーボ信号から得られるＰＥＳ（Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　
Ｅｒｒｏｒ　Ｓｉｇｎａｌ）値の標準偏差σＰＥＳが、σＰＥＳ≦２５ｎｍであり、
　前記磁性層側の表面とＬＴＯ３ヘッドとの間の摩擦係数μ１の測定を２５０回行った場
合の前記摩擦係数μ１の最大値μ１Ｍが、０．０４≦μ１Ｍ≦０．５である、
　磁気記録媒体。
【請求項２】
　垂直方向における角形比が６５％以上である、請求項１に記載の磁気記録媒体。
【請求項３】
　前記寸法変化量Δｗが、７０７［ｐｐｍ／Ｎ］≦Δｗ≦２０００［ｐｐｍ／Ｎ］である
、請求項１または２に記載の磁気記録媒体。
【請求項４】
　前記寸法変化量Δｗが、７５０［ｐｐｍ／Ｎ］≦Δｗ≦２０００［ｐｐｍ／Ｎ］である
、請求項１から３のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項５】
　前記寸法変化量Δｗが、７０７［ｐｐｍ／Ｎ］≦Δｗ≦８００［ｐｐｍ／Ｎ］である、
請求項１から３のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項６】
　前記バック層の表面粗度Ｒａｂが、３．０ｎｍ≦Ｒａｂ≦７．５ｎｍである、請求項１
から５のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項７】
　前記磁性層側の表面と前記バック層側の表面との間の摩擦係数μが、０．２０≦μ≦０
．８０である、請求項１から６のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項８】
　温度膨張係数αが、５．５［ｐｐｍ／℃］≦α≦９［ｐｐｍ／℃］であり、且つ、
　湿度膨張係数βが、β≦５．５［ｐｐｍ／％ＲＨ］である、
　請求項１から７のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項９】
　ポアソン比ρが、０．２５≦ρである、請求項１から８のいずれか一項に記載の磁気記
録媒体。
【請求項１０】
　長手方向の弾性限界値σＭＤが、０．７［Ｎ］≦σＭＤである、請求項１から９のいず
れか一項に記載の磁気記録
媒体。
【請求項１１】
　前記弾性限界値σＭＤが、弾性限界測定を行う際の速度Ｖに依らない、請求項１０に記
載の磁気記録媒体。
【請求項１２】
　前記磁性層が垂直配向しているものである、請求項１から１１のいずれか一項に記載の
磁気記録媒体。
【請求項１３】
　前記バック層の平均厚みｔｂが、ｔｂ≦０．６μｍである、請求項１から１２のいずれ
か一項に記載の磁気記録
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媒体。
【請求項１４】
　前記磁性層の平均厚みｔｍが、３５ｎｍ≦ｔｍ≦１２０ｎｍである、請求項１から１３
のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項１５】
　前記磁性粉が、ε酸化鉄磁性粉、バリウムフェライト磁性粉、コバルトフェライト磁性
粉、又はストロンチウムフェライト磁性粉を含む、請求項１から１４のいずれか一項に記
載の磁気記録媒体。
【請求項１６】
　前記標準偏差σＰＥＳが、１７ｎｍ≦σＰＥＳ≦２３ｎｍである、請求項１から１５の
いずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項１７】
　垂直方向における角形比が、７３％以上である、請求項１から１６のいずれか一項に記
載の磁気記録媒体。
【請求項１８】
　前記磁性粉が、バリウムフェライト磁性粉を含み、
　前記磁性層の平均厚みｔｍが、３５ｎｍ≦ｔｍ≦１００ｎｍであり、
　前記磁気記録媒体の垂直方向における保磁力Ｈｃが、１６０ｋＡ／ｍ以上２８０ｋＡ／
ｍ以下である、請求項１から１７のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項１９】
　前記第一の結着剤が、ポリウレタン系樹脂または塩化ビニル系樹脂を含む、請求項１か
ら１８のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項２０】
　前記第二の結着剤が、ポリウレタン系樹脂または塩化ビニル系樹脂を含む、請求項１か
ら１９のいずれか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項２１】
　前記磁気記録媒体の幅が、１１ｍｍ以上１９ｍｍ以下である、請求項１から２０のいず
れか一項に記載の磁気記録媒体。
【請求項２２】
　請求項１から２１のいずれか一項に記載の磁気記録媒体と、
　カートリッジケースと、
　リールを含み、
　前記磁気記録媒体が、前記リールに巻き取られた状態で前記カートリッジケース内に収
容されている磁気記録カートリッジ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本技術は、磁性層、非磁性層、ベース層およびバック層をこの順に含む層構造を有する
磁気記録媒体であって、
　前記磁気記録媒体の平均厚みｔＴが、３．５μｍ≦ｔＴ≦５．５μｍであり、
　前記磁性層には前記磁気記録媒体の長手方向に延びる複数のサーボバンドが設けられて
おり、
　前記サーボバンドには、複数のハの字状のサーボパターンが記録されており、
　前記磁性層は磁性粉と第一の結着剤を含み、
　前記ベース層はポリエステル系樹脂を含み、
　前記非磁性層は非磁性粉と第二の結着剤を含み、
　前記磁気記録媒体を１／２インチ幅かつ２５０ｍｍの長さに切り出したサンプルに対し
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て、温度２５℃相対湿度５０％の環境下において、前記サンプルの長手方向に０．２Ｎ、
０．６Ｎ、及び１．０Ｎの荷重をこの順にかけ、０．２Ｎ及び１．０Ｎの荷重がかけられ
た場合において測定された前記サンプルの幅を用いて、以下の式より求めた、前記磁気記
録媒体の長手方向のテンション変化に対する前記磁気記録媒体の幅方向の寸法変化量Δｗ
が、７００［ｐｐｍ／Ｎ］≦Δｗであり、
【数１】

（但し、式中、Ｄ（０．２Ｎ）及びＤ（１．０Ｎ）はそれぞれ、前記サンプルの長手方向
に０．２Ｎ及び１．０Ｎの荷重をかけたときの前記サンプルの幅を示す。）
　前記サーボパターンが再生されたサーボ信号から得られるＰＥＳ（Ｐｏｓｉｔｉｏｎ　
Ｅｒｒｏｒ　Ｓｉｇｎａｌ）値の標準偏差σＰＥＳが、σＰＥＳ≦２５ｎｍであり、
　前記磁性層側の表面とＬＴＯ３ヘッドとの間の摩擦係数μ１の測定を２５０回行った場
合の前記摩擦係数μ１の最大値μ１Ｍが、０．０４≦μ１Ｍ≦０．５である、
　磁気記録媒体を提供する。
　前記磁気記録媒体は、垂直方向における角形比が６５％以上でありうる。
　前記寸法変化量Δｗは、７０７［ｐｐｍ／Ｎ］≦Δｗ≦２０００［ｐｐｍ／Ｎ］であり
うる。
　前記寸法変化量Δｗは、７５０［ｐｐｍ／Ｎ］≦Δｗ≦２０００［ｐｐｍ／Ｎ］であり
うる。
　前記寸法変化量Δｗは、７０７［ｐｐｍ／Ｎ］≦Δｗ≦８００［ｐｐｍ／Ｎ］でありう
る。
　前記バック層の表面粗度Ｒａｂは、３．０ｎｍ≦Ｒａｂ≦７．５ｎｍでありうる。
　前記磁性層側の表面と前記バック層側の表面との間の摩擦係数μが、０．２０≦μ≦０
．８０でありうる。
　前記磁気記録媒体の温度膨張係数αは、５．５［ｐｐｍ／℃］≦α≦９［ｐｐｍ／℃］
であり、且つ、前記磁気記録媒体の湿度膨張係数βが、β≦５．５［ｐｐｍ／％ＲＨ］で
ありうる。
　前記磁気記録媒体のポアソン比ρは、０．２５≦ρでありうる。
　前記磁気記録媒体の長手方向の弾性限界値σＭＤが、０．７［Ｎ］≦σＭＤでありうる
。
　前記弾性限界値σＭＤは、弾性限界測定を行う際の速度Ｖに依らないものでありうる。
　前記磁性層が垂直配向しているものであってよい。
　前記バック層の平均厚みｔｂが、ｔｂ≦０．６μｍでありうる。
　前記磁性層の平均厚みｔｍが、３５ｎｍ≦ｔｍ≦１２０ｎｍでありうる。
　前記磁性粉は、ε酸化鉄磁性粉、バリウムフェライト磁性粉、コバルトフェライト磁性
粉、又はストロンチウムフェライト磁性粉を含みうる。
　前記標準偏差σＰＥＳは、１７ｎｍ≦σＰＥＳ≦２３ｎｍでありうる。
　垂直方向における角形比は、７３％以上でありうる。
　前記磁性粉は、バリウムフェライト磁性粉を含み、
　前記磁性層の平均厚みｔｍが、３５ｎｍ≦ｔｍ≦１００ｎｍであり、
　前記磁気記録媒体の垂直方向における保磁力Ｈｃが、１６０ｋＡ／ｍ以上２８０ｋＡ／
ｍ以下でありうる。
　前記第一の結着剤は、ポリウレタン系樹脂または塩化ビニル系樹脂を含みうる。
　前記第二の結着剤は、ポリウレタン系樹脂または塩化ビニル系樹脂を含みうる。
　前記磁気記録媒体の幅は、１１ｍｍ以上１９ｍｍ以下でありうる。
　本技術は、
　前記磁気記録媒体と、
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　カートリッジケースと、
　リールを含み、
　前記磁気記録媒体が、前記リールに巻き取られた状態で前記カートリッジケース内に収
容されている磁気記録カートリッジも提供する。
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